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小野田　　 チベ ット仏画の色材

チベ ッ ト仏 画 の 色材

小 野 田 俊 蔵*

　 ゲル ク派 で初 等 教 育 の教 科 書 と して使 用 され るbsdus　 grwa書 の 最初 の課 題 は,　kha

dog　dkar　dmarと 題 され て い る。直 訳 す れ ば,「 白 と赤 」 で あ るが,こ の課 題 の 目的

は 「白」 とい う概 念 と 「白い物 」 とい う具象 物 との 論理 的 関係 を 習 得 す る こ とに あ る。

これ ら の説 明 の過 程 で,rtsa　 ba'i　kha　dog(基 本 色)と い う概 念 が語 られ てお り,こ の

課 題 名 は ゲル ク派 以前 のbsdus　 grwa書 の 時代 か ら知 られ て い る所 か ら考 え る と,「 基

本色 」 とい う概 念 もか な り早 い時 代 か ら存 在 して い た ら しい。 確 認 され る所 で は,12

世 紀 の文 献 に そ の端 緒 を見 る 【ONoDA　 1992:60】 。

　 ゲル ク派 のbsdus　 grwa書 で は,

　 　 　 1)sngo(青)　 2)ser(黄)　 3)dkar(白)　 4)dmar(赤)

の4色 が 基 本 色 と して掲 げ られ て い る 【ONoDA　 l992:ll81。 ま た,こ れ らを 基 本 色

とす るyan　 lag　gi　kha　dog(派 生 的 な色)と い う分 類 もあ るが,そ こに は 色 名等 詳 細 に

つ い て の説 明 は な い。

　 5色 と数 え る伝 統 も あ った 様 で,例 えぽ,ポ トン ・パ ンチ ェ ンBo　 dong　 Pan　 chen

Phyogs　 las　rnam　 rgyal(1375-1451)は 基 本 色(rtsa　 ba'i　mdog)と して,

　 　 　 1)dkar(白)　 2)dmar(赤)　 3)sngo(青)　 4)ser(黄)

　 　 　 5)nag(黒)

の5色 を 基 本 色 と して い る[Bo　 DoNG:2551。

　 色 相 に よ る この よ うな基 本 色 の考 え とは 異 質 な伝 統 も あ った よ うで,例 えば,ス ム

パ ケ ンポSum　 pa　mkhan　 po　Ye　shes　dpal　'byor(1704-1788)や ミパ ムギ ャム ツ ォMi

pham　 rgya　mtsho(1846-1912)の 書物 を見 る と,父 性色 と母 性 色 に よる解 説 の 伝 統 も

あ った よ うだ 。 ほ ぼ 同 じ次 の よ うな文 章 が これ らの 書物 に発 見 され る。

　 　 　 mthing　 ljang　mtshal　li　skag　ba　bla//1)

　 　 　 ram　rnams　 pha　bdun　 ka　rag　ma//2)

　 　 　 de　las　byung　 ba'i　sna　tshogs　sbyor//bu　 yi　tshul　dang　sring　dang　9.yo9//

*佛 教大学文学部

1)  [SUM  PA MKHAN  PO:  398]... skegs ba bla cf. [JACKSON 1983: 90] 
2)  [MI  PRAM: 88;  SUM PA  MKHAN  PO:  398] rams ni pha bdun...
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ces　 pa,i　 bshad　 srol,dug　 na,ang......

7色 の父性色(pha　 bdun)

　　1)mthing　 　　　 (アズライ トブルー)　　　　　 岩群青=藍 銅鉱　　　 青

　　2)　1jang　　　　　　　　　(緑)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緑

　　3)mtshal　 　　 (ヴァーミリオン レッド)　　　 朱砂(辰 砂)　　　　 赤

　　4)1i=likhri　 　　 (ミニウムオレンジ)　　　　　 黄丹　　　　　　　　橙

　　5)skag　 　　　　 (ラ ックマルーソ)　　　　　　 ラック染料栗色　　　 茶

　　6)ba　 bla　　　　 (オーピメントイエロー)　　　 雌黄　　　　　　　　黄

　　7)rams3)　 　　　 (インディゴ ブルー)　　　　　 染料藍　　　　　　　藍

1色 の母性色(ma)

　　8)ka　 rag　 　　　 (チョークホワイ ト)　　　　　白亜 ・白土　　　　　白

色 の世 界 で も一 妻 多 夫 な の は面 白いが,こ れ らの色 名 は,緑 を 除 い てす べ て 実 際 に は

色 材 名 で あ る4)。 これ らを一 般 に 知 られ て い る色 名 に直 す と,6種 の 天 然鉱 色 料 と2

種 の染 料 に 対 応 して,上 の図 の右 に示 した 様 に,青,緑,赤,燈,茶,黄,藍,白 を

指 して い る。

　 さて,タ ン カで使 用 され る基 本 的 な絵 の 具 の 色相 は多 くの絵 師 が 次 の16色 で あ る と

説 明す る こ とが報 告 され て い る。 そ して,そ れ らの16の 色 相 の す べ て は混 色 され る の

で は な く個 別 の 色材 で提 供 され るの で あ る。16色 とは,深 み の あ る青,中 間的 な青,

明 るい青 そ して非 常 に 明 る い青 の4色 の青,深 み の あ る緑,中 間 的 な 緑,明 る い緑 そ

して非 常 に 明 るい緑 の4色 の緑,深 み のあ る赤 と明 る く華 やか な赤 の2色 の赤,深 み

の あ る橙 と明 るい橙 の2色 の橙,そ して1色 の 黄,1色 の黄 土,1色 の 白そ して1色

の 黒 で あ る。 これ らの16色 か ら基 本 的 な色 相 振 幅 と副 次 的 な混 色 色 調 が 生 まれ るの で

あ る。

　 ほ とん どの天 然 鉱 色粒 が基 本 的 に は相 互 に混 入 可 能 だ が,い くつ か の組 み合 わ せ は

良い結 果 を産 む こ とが で きな い とされ る。 例 えば,ミ パ ムギ ャム ツ ォは,

　 　 　 ljang　gu　dang　ba　bla'dres　na　tshon　rul　ba　ste　mi　legs/gcig　gi　steng　du　gcig　Pho9

3)Tucciは,【TuccI　 1949:269-14】 で色 材 の簡 単 な リス トを 示 して い るが,少 な か らず 誤 解

　 を 含 む。 例 えば,"blue(shon　 po)from　 lapislazuli(vaidOrya),and　 indigo(mt'in)"と す る が,

　 mthingは 藍銅 鉱 を意 味 し,　indigoに 対 応 す るチ ベ ッ ト語 はramsで あ る。

4)タ ソカ の色 材 では な い が,マンダラ(恐 ら くは土 壇)の 色 材 に 関 して 旋vの 濯Tantraに は

　 墓 地 や遣 骸 か ら採 った 色 材 を使 う こ とが記 述 され て い る とい うILo　 BUE　 1996:475】 。
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　 　 　na　yang　nag　por,gro/li　 khri　mang　 po　la　mtshal　nyung　 du　btab　kyang　 rul　ba　sogs

　 　 　shes　par　bya,o//【MI　 PHAM:861

　 　 　雌 黄(オーピメント)が 岩緑 青(マ ラ カイ ト)と 混 合 され た 場 合,化 学 変 化 が

　 　 　起 こ って,よ い色 に は な らな い。 そ の 一 方 が一 方 に添 加 され て も黒 くな る。 ま

　 　 　た,ほ ん の わず か の朱(水 銀 朱;ヴァーミリオン)が 混 じるだ け で,多 量 の澄

　 　 　 (赤色 酸 化 鉛,鉛 丹:red　 lead,ミ ニ ウ ム)は 暗変 して損 な わ れ る。

と説 明 して い る。

　 様 々な 色 調 が 父性 色 と母 性 色 の混 合 の結 果 もた ら され,そ れ らの 「子 息 色 」(bu)

と呼 ばれ る も のが 生 まれ る。 例 えば 父性 色 で あ る岩 群 青 が 母 性色 白 と混 合 され た時,

子 息 色 で あ る 明 る い青(sngo　 skya)が 生 まれ る。 も しも 白が よ り大 きな割 合 で混 合

され た な ら,さ らに 明 るい青(sngo　 se)が 生 み だ され る。(sngo　 skya　sngo　se　mthing

gi　bu/shes　 pa　ka　rag　la　rgya　mthing　 kha　chu　mang　 du　bsres　na　sngo　skya/nyung　 du

bsres　na　sngo　se,ong　 ngo//)【MI　 PHAM:88】

　 ス ムパ ケ ソポ や ミパ ムギ ャ ム ツ ォが,そ の 解説 の 中 で 「子 息 色 」 の 列記 を行 って い

るが,こ れ らは 計14色 とな る。 以下,他 の12色 の 「子 息 色 」 に対 す る ミパ ム ギ ャム ツ

ォに よ る説 明 及 び ロ ソタに よ る混 色 の理 論 を 見 て み た い。 な お,当 該 の文 章 は す でに

ジ ャ ク ソ ン氏 に よ って英 訳 され て い る 【JACKSON　 l983:91】 が,こ こで は原 文 と邦 訳

を並 べ て 示 す 。 括弧 の 中は 割 注 を表 わす 。

ljang　skya　 lj　ang　 ser　ljang　gi　bu/

明 る い 緑ljang　 skyaと 白 味 が か っ た 緑ljang　 seが 「緑 の 子 息 色 」 で あ る 。

(ka　rag　bsres　na)1i　 skya(ba　 l)la　bsres　 pa)li　 ser　li　yi　bu/

明 る いre　li　skya(=白+澄)と 黄 味 が か ったre　 li　ser(=雌 黄+黄 丹)が 「黄 丹

の 子 息 色 」 で あ る。

(ka　ra　mtshal　 mnyam　 na)dmar　 skya(ka　 ra　mang　 na)mi　 sha　mtshal　 gyi　bu/

桃dmar　 skya(二 白+朱 の そ れ ぞ れ 同 量)と 肉 色(肌 色)mi　 sha(=朱+大 量 の

白)が 「朱 の 子 息 色 」 で あ る 。

(li　nyung　 ba　bla　mang　 ka　ra　chung　 zad)ngar　 ma(rams　 dang　 ba　bla)ljang　 ser　ba

bla,i　bu/

乳 白 色 が か っ た サ フ ラ ン色ngar　 ma(=少 量 の 黄 丹+比 較 的 多 量 の 雌 黄+微 量

の 白)と 黄 緑ljang　 ser(=雌 黄+イ ンデ ィ ゴ染 料)が 「雌 黄 の 子 息 色 」 で あ る 。

　(dmar　 skya　 mnyam　 pa)glo　 kha(rams　 nyung　 na)zi　 hung　 skag　 gi　bu/
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　 　 　肺(臓 器)色glo　 kha(=ラ ッ ク+桃)と 淡 い藤 色zi　hung(ラ ッ ク+微 量 の藍)

　 　 　が 「ラ ック染 料 栗 色 の 子 息 色 」 であ る。

　 　 　mchin　 kha　rams　se　rams　kyi　bu/

　 　 　肝 臓 色mchin　 khaと 明 るい藍rams　 seが 「イ ンデ ィゴ染料 藍 の子 息 色 」で あ る。

これ らに付 け 加 え,茶 色ja　 khaと 煙 色dud　 kha　 2色 は 「姉 色 」sring　moと され,さ

らに朱 と墨 を 混 合 して で きる 「従 者 色 」g.yogと 呼 ば れ る色 が あ る。

　 ロ ソ タRong　 tha　Blo　 bzang　 dam　 chos　rgya　 mtsho(1863-1917)Vま ミパ ム ギ ャ ム ツ ォ

と は 別 の 混 色 方 法 を 記 述 し て い る 【RONG・THA:1831

　 　 　dkar　 la　mthing　 chu　 bsres'o　 dkar/

　 　 　 　 白+白 群 絵 の 具 を 希 釈 した 水 気 の 多 い 青mthing　 chu微 量=白 乳 色'o　 dkar

　 　 　 de　las　cher　bsres'o　 sn80n　 zer//

　 　 　 　 白+上 述 の 青 を や や 増 量 し て=青 味 が か っ た 乳 色(乳 青 色:'osngon)・

　 　 　 dkar　 la　spang　 chu　 bsres'o　 kha//

　 　 　 　 白+白 緑 絵 の 具 を 希 釈 し た 水 気 の 多 い 緑spang　 chu微 量=乳 白 色'o　 kha

　 　 　 de　las　cher　bsres,o(ノang　 yin//

　 　 　 　 白+上 述 の 緑 を や や 増 量 し て=緑 味 が か っ た 乳 色(乳 緑 色:'oljang)

　 　 　 dkar　 la　li　chu　bsres　ser　skソa//

　 　 　 　 白+薄 め た 黄 丹li　 chu=淡 黄 色ser　 skya

　 　 　 mtsha1　 chu　 bsres　pas　mtsha1　 skya　 yin//

　 　 　 　 白+薄 め た 朱mtshal　 chu=朱 桃 色mtshal　 skya

　 　 　 dkar　 la　mtshal　 skya　bsres　 sha　dkar//

　 　 　 　 白+朱 桃 色=明 る い 肉(肌)色sha　 dkar

　 　 　 de　las　che　bsres　sha　dmar　 zer//

　 　 　 　 白+よ り多 量 の 朱 桃 色=赤 肉 色sha　 dmar

　 　 　 de　la　ram　 bsres　 rgan　 sha,i　mdog/

　 　 　 　 赤 肉 色+イ ン デ ィ ゴ染 料=老 人 の 肌 色rgan　 sha'i　mdog

　 　 　 sha　dmar　 ba　bla　bsnan　 sha　ser//

　 　 　 　 赤 肌 色+オーピメント 雌 黄==黄 味 が か った 肌 色sha　 ser

　 　 　 na　ros　ram　 bsres　mon　 kha　 dang//

　 　 　 　 ラ ッ ク染 料 の 栗 色 が か6た 桃na　 ros+イ ン デ ィ ゴ染 料=淡 い 藤 色mon　 kha

　 　 　 de　Ia　cher　bsres〃lon　 sngon　 zer//
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nlchinkhaに つ い て 註 記 を 欠 くの で 、 ミパ ム に よ る 混 色 法 は 明 ら か で は な い 。 ロ ン タ の 混 色 法 に よ っ てmchinkhaを 作 る と 、

①dkar+skag→nar・s②naros+rams→monkha③m・nkha+serskya→mchinkhaと な る 。

ミパムの混色理論



㊨ 一 は希釈を表わす・

ロ ンタの混色理論
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　 ラ ッ ク染 料 桃+よ り多 量 の イ ン デ ィ ゴ=青 味 が か っ た 藤 色mon　 sngon

mon　 kha　 ser　skya　 bsres　mchin　 kha//

　 淡 い 藤 色(mon　 kha)+明 る い 黄 色(ser　 skya)=肝 臓 色mchin　 kha

dkar　.shas　che　ba〃2chin　 skソa,o//i

　 さ らに 多 量 の 白=明 る い 肝 臓 色mchin　 skya

mchin　 kha　 skag　 bsres　mchin　 smug　 zer//　 　 '

　 肝 臓 色+ラ ッ ク 染 料=栗 色 が か っ た 肝 臓 色mchin　 smug

dkar　 la　snag　 bsres　thal　ka,byung//

　　白+墨 黒 色snag=灰 色thal　 kha

dkar　 shas　che　ba　that　dkar　 dang//

　　白+灰 色=灰 白 色thal　 dkar

de　la　mthing　 skya　 bsres　 thal　sngon//

　 灰 白 色+明 る い 青=青 味 が か っ た 灰 色thal　 sngon

dkar　 la　ba　bla　bsres　 rus　kha//

　　白+オーピメント 雌 黄=骨 色rus　 kha

dkar　 la　mtshal　 skya　 bsres　pa　dang//ser　 po　cha　mnyam　 ngang　 pa,もyung//

　　白+朱 桃(薄 め た 朱+白)+黄ser　 po,後 者2色 は 等 量 で=褐 色 が か っ た 黄

色ngang　 pa

ngang　 Pa　de　la　li　bsnan　 gser'dra//

　　黄 土 ・黄 色+黄 丹='黄 金 色gser'dra

dkar　 steng　 mtshal　 skya　ba　bla　dang//snag　 gsum　 bsnan　 pas/a　 kha　 zer//

　　朱 桃+オーピメント 雌 黄+墨 黒 の 三 色 を 白 に 加 え る=茶 色ja　 kha

dmar　 shas　che　ba/a　 dmar　 zer//

　　上 記 の 混 合 色 に お い て 朱 が 支 配 的 で あ る 時=紅 茶 色ja　 dmar

ram　 dang　 ba　bla　bsres　sbyar{ノang//

　　インディゴ 染 料+オ ー ピ メ ン ト雌 黄=混 色 緑sbyar　 ljang

ja'　kha　 sbyar　 ljang　 bsres　jα{ノang//

　　茶 色+濁 色 緑=緑 茶 色ja　 ljang

ja　drnar　 snag　 bsres　dud　 kha'ong//

　　紅 茶 色+墨 黒=煙 色dud　 kha

sngo　 skya　 bsnan　 na　dud　 sngon　 sogs//

　　煙 色+明 る い 青sngo　 skya=青 煙 色dud　 sngon
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mtshal　 snag　 skag　 bsres　 dmar　 nag　 ni//tsandan'dra　 ba'byung　 ba'o//

　 朱+墨 黒+ラ ッ ク染 料=紫 檀 に 似 た 暗 い 赤dmar　 nag

dkar　 la　skag　 bsres　 na　ros　te//d〃lar　 skソa　legs　par'byung　 ba　yin//

　 自+ラ ッ ク 染 料=栗 色 が か っ た 桃na　 ros,ま た 優 れ て 美 しい 桃dmar　 skya

dmar　 skya　 lj　ang　 la　dkar　 bsres　ser・　ljang//

　 桃+緑ljang+白dkar=黄 緑ser　 ljang

　 『国立民族学博物館研究報告』5巻2号 所収の長野泰彦氏論文 「チベ ット語の色彩

語彙」には,様 々な色名が集採 されてお り,チ ベット語の色名構成要素がどのように

成立 してきたのかが考察 され七いる。イソフォーマントのソナムギャムツォ氏が色名

を どのように色価に配当 しているかが調査考察の基本 となっている 【長野　1980:

412】。

← 高 明 度 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 低 明 度 →

Violet:　 　　 　 gzings　 skya　 　 　　 　 　 　　 　 gzings　 dmar　 　 　 　 　　 　 　 　 gzings　 nag

Blue-Violet:　 　 sngon　 po　 　 　　 　 　 　 　 sngo　 dmar　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 du　mdog

Blue:　 　　　　　　 sngo　 dkar　 　　　　　　　　　　　　 sngon　 po　 　　　　　　　　　　　　　　　sngo　 nag

Blue-Green:　 　 　 (sngo　 skya,　 g.yu　 mdog)　 sngo　 lj　ang　 　 　 　 　 　 　　 　 　 lj　ang　 gu

Green:　 　　　　　　ljang　dkar　 　　　ljang　ser　 　　ljang　 gu　 　　　　　　　　　　　　　　　　ljang　 nag

Yellow-Green:　 lj　ang　 ser　dkar　 po　 　　 　　 　 ljang　ser　 　 ljang　 gu　 　 　 lj　ang　 skyang

Yellow:　 　 　 　 skyer　 kha　 skyer　 kha　 snum　 pa　 　 gser　po　 　 gser　nag　 　 smyug　 se

Yel16w-Orange:ser　 po　 　 ser　po　snum　 pa　 　ser　dmar　 ser　nag　 　 smyug　 se　nag　po

Orallge:　 　 　 ser　po　gser　mdog　 　 dmar　 ser　 　 .　rdza　ser　 　 　 rdza　 mdog　 nag　po

Red-Orange:　 li　bang　 　 　 　 　 　 　 li　dmar　 　 　 　 rdza　 dmar　 　 　 　 mchin　 kha

Red:　 kham　 bu　mdog　 dmar　 skya　 dmar　 po　 gzings　 nag　 gzings　 dmar　 gzings　 nag

Red-Violet:　 　 gzings　 dmar　 dkar　 po　 　 　 　 gzings　 dmar　 　 　 　 　 　 　 　 gzings　 nag

　 長 野 氏 の説 明 に よれ ば,ljang　 seはljang　 serと 同一 視 され る。 ミパ ムの テ キ ス トで

も混 同 され て い る が,し か し,ロ ソ タ の説 明 で は,ljang　 se(白 味 が か っ た 緑)は

1jang　ser(黄 緑)と は 区別 され て い る こ とが わ か る。

　 ちな み に ・長 野 氏 はdkar白 の語 源 をProto-Tibeto-Burmanの*kar青 銅 か らで る と

推 定 して い るが,ka　 rag白 土(チ ョー ク)が 関 係 して い る可能 性 は な いで あ ろ うか。
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　さて,森 田恒之氏の 「青木文教師将来チベット仏画の色彩と彩色技術」『国立民族

学博物館研究報告』別冊1号,長 野泰彦編(1983年)205-249頁.に よれぽ,サ ソプ

ルとなったタソカで使用 されている色材は,

白　　　　　　　　　白土Al203・2sio2・2H20

黒 煤煙 を材 料 とす る墨

赤(濃橙 色)　 朱(バ ー ミ リオ ソ)す なわ ち硫 化 水銀HgS

ピ ソ ク　 　 　 　 　え ん じ(燕 脂Lac)

オ レソ ジ　 　 　 　 鉛 丹(四 三 酸 化 鉛Pb30,)

黄 ガ ンボ ー ジ(し お う)

緑 　 　 　 　 　 　 　 岩 緑 青(マ ラカ イ トCuCO3・Cu(OH)2)

青.　 岩 群 青(ア ズ ライ ト2CuCO3・Cu(OH)2)

褐 色(茶 色)　 　 ベ ソ ガ ラ(過 酸 化 鉄Fe203)

金 　 　 　 　 　 　 　金

と 測 定 判 断 さ れ た 【森 田 　 1983:207】 。 こ れ ら をDavid　 Jackson氏 の 調 査(Tibetan

Thangka　 Paintin8,　 chap.7)やHuntington氏,或 い はMehra氏 の 報 告 と 照 合 し て み

よ う。 ・

(1)天 然鉱 色 料 及 び 天 然 土 性 色料(岩 絵 の 具:rdo　 tshon/水 干 絵 の 具:sa　 tshon)

　 　 　 アズ ライ トブ ル ー(藍 銅鉱:岩 群 青)(mthing:mdo　 mthing)

　 　 　 マ ラ カイ トグ リー ソ(孔 雀石:岩 緑 青)(spang　 ma:mdo　 spang)

　 　 　 ラ ピス ラズ リ(青 金 石:mu　 men)・'ウ ル トラ マ リγ

　 　 　 シ ンナ ・{一(辰 砂:cog　 la　ma)・ヴァーミリオン(朱:mtshal)

　 　 　黄 丹(赤 色酸 化鉛 澄/ミ ニ ウ ムオ レ ソジ:li　khri)

　 　 　雌 黄,石 黄(オーピメント:ba　 bla)・ 雄黄(Realgar鶏 冠 石:ldong　 ros)

　 　 　黄 土(イ ェ 冒一オ ー カ ー:ngang　 pa,　ngang　 sang)

　 　 　 白亜(ア ー スホ ワイ ト:ka　 rag)

　 　 　 墨(炭 素 黒/カ ーボ ソブ ラ ック:snag　 tsha)

　 　 　 純 金(gser)

　 森 田氏 の測 定 分 析 に もあ る よ うに,青 色 に 用 い られ る色 料 の材 料 は,ア ズ ライ ト(藍

銅 鉱 ら ん ど うこ う)で あ る。和 名 で は岩 群 青 と呼 ぽ れ る。 主 成 分 は塩 基 性 炭 酸 銅 で,

これ が 青 色 を示 す 。 化 学 式 は2CuCO3・Cu(OH)2で あ る。 アズ ライ トは,単 斜 晶 の

結 晶状 態 で天 然 に産 出 され,塊 状 も し くは砂 状 の 状 態 で 現れ る こ と もあ る とい う。 チ
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ベ ッ トでの 主 な鉱 源 は ツ ァン地 方 の ニ ェモ タ ソ平 原(Gtsang ,　Snye　mo　 thang)で あ

る。HUntingtOnは,産 地 は ラサ近 郊 のNi-mOと す るが,こ れ は ニ ェモ タ ンの誤 記 で

あ ろ う。 藍 銅 鉱 の チ ベ ッ ト名 はmthingで あ って,　Huntingtonが 与 え る チ ベ ヅ ト名

sngon-poは 正確iでは ない 。

　 緑 色 に用 い られ る色 料 は マ ラカイ ト鉱(孔 雀 石)か ら精 製 され る緑 色色 料(岩 緑 青)

で あ る。 藍 銅 鉱 と 同 じ く孔 雀 石 も炭 酸 銅 と水 酸 化 銅 の混 合 物 か ら成 り,化 学 式 も

CuCO3・Cu(OH)2で あ って 藍 銅 鉱 とほ とん ど 同 じ成 分 で あ る事 が 分 か る。 チベ ッ ト

名 はspang　 maあ るい はspang-shunと 呼 ば れ る。 このspang　 maは 前 述 のmthingと 同

じ くニ ェモ タ ソ平 原 の 同 一 の鉱 床 か ら採 鉱 され る とい う。Huntingtonはspang-ljang-

khaな る色 材 名 を あ げ,そ れ を ベ ル デ グ リverdigrisと 比 定 して い る。　verdigrisと い う

名 称 は 通常 は水 酸 化 炭 酸 銅Cu(OH)2・CuCO3の こ とを指 し,水 酸 化 酢酸 銅Cu(OH)2

Cu(CH3COO)2を 指 す こ とも あ る とい う。 これ らは,合 成 品 の緑 青 で あ る。 合 成 品

の製 造 法 は,水 蒸 気 の 存在 下 で銅 板 に炭 酸 ガ スあ るい は酢 酸 ガ スを 作用 させ て造 る と

い う。 チ ベ ッ トでは 天 然 の マ ラカイ ト鉱(孔 雀 石)か らのみ 造 られ る。

　 ユ カg.yu　 khaと 呼 ぽ れ る色 材 は,孔 雀 石 か ら精 製 され た 深 い 青 緑色 の色 材 で,和

名 で は 岩 群 緑 と呼 ば れ る。 長 野 論 文 【長 野 　 1980:414】 で 不 明 と され て い るg.yu

mdogと 同 じ もの と思 わ れ る。

　 天 然 鉱 色料 では 天 然 の ま まの色 材 か ら不 純 物 を 洗 い 出 した上,細 か く粉 砕 しそ の 色

粒 一 つ 一 つ を い くつか の色 価 に 分 離選 別 して準 備 され る。 「湿 式 粉 砕 」(rlon　 rdul:加

湿 しなが ら粉 砕 す る こ と)と 「乾 式 粉砕 」(skam　 rdu1)と 言 う二 種 の 手法 が存 在 す る

が,藍 銅鉱 や 孔 雀 石 は 「湿 式 粉 砕 」 の手 法 が 採 用 され る とい う。 ミパ ムギ ャム ツ ォに

ょれe:"　IMI　PHAM:86】,

　 　 　 mtshal　mthing　 lj　ang　gsum　 rlon　cung　zad　yod　par　byas　te　shed　chung　dal　bus'dul/

　 　 　 朱,青,緑 の三 つ の 色 材 は,水 分 を少 量 加 え て 弱 くゆ っ く り擦 り潰 す

　 　 　 dkar　ser　nag　gsum　 shed　c駐en,dul/

　 　 　 白,黄,黒 の三 つ の色 材 は,強 く擦 り潰 す

　 　 　 bod　mthing　 bod　ljang　chu　dang　bcas　te'dul/

　 　 　 チ ベ ッ ト産 の青(ア ズ ライ ト鉱)や 緑(マ ラ カイ ト鉱)は 水 と共 に擦 り潰 す

　 　 　rgya　mthing　 rgya　ljang　sphyin　chu　bcas　te'dul/

　 　 　インド 産 の青 や 緑 は希 釈 した 膠 水溶 液 と共 に擦 り潰 す

　 さて,藍 銅 鉱 も孔 雀 石 も両 者 とも擦 りつぶ せ ば つ ぶ す ほ ど,徐 々に 白 っぼ く淡 くな

って い く性 質 を 持 つ 【BEGulN　 l995:261。 異 な る色価:明 度 段 階 が 色粒 の大 き さに 比
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例 しているので,緑 もしくは青の様々な色価が,よ り明るく軽い粒子から,よ り暗い

粒子まで重層的に沈澱する。つまり各々の層の比重の違いを利用して抽出することが

できるという。森田氏の観察でも色粒の大きさによる色価:明 度の差については報告

されている。

藍 銅 鉱 の

　 　 1)最 高 明 度 ・最 軽 量,最 上 部 浮遊 色 層 はsngo　 si(白 群)

　 　 2)次 層 で 空 色 の浮 遊 色 層 はsngo　 sang(群 青 淡 口)

　 　 3)つ ぎ の標 準 色青 はmthing　 shul(群 青)

　 　 4)深 い紺 碧,粒 子 の最 も粗 い沈 澱 色 層 はmthing'bru(群 青濃 口)で あ る。

孔 雀石 の

　 　 1)最 高 明度 ・最軽 量 はspang　 si(白 緑)

　 　 2)次 層 はspang　 skya(緑 青 淡 口)

　 　 3)次 層 はspang(緑 青)

　 　 4)最 低 明度 ・最 重 量 はspang　 smug(緑 青 濃 口)と 呼 ば れ る 【JAcKsoN:78】 。

　 天 然 鉱 の 赤 色 はcog-1a-ma(辰 砂:シ ンナパ ーcinnabar)あ るい はmtshal-rgod(天

然 朱=朱 砂:ヴァーミリオンvermilion)の 名 で 知 られ る。 和 名 は丹(に)で あ る。

チ ベ ッ トで は ロ タ クLho　 brag地 方 南 東 部 な どの い くつ か の地 域 で産 出 され る ら しい

が,実 際 に チベ ッ トで用 い られ る辰 砂 あ るい は 朱 砂 の ほ とん どは,中 国やインド か ら

輸 入 され た もの で あ る と言 わ れ る。Huntingtonの 記 す チ ベ ッ ト名rgya-mtshalは この

輸 入 され た もの を さす 名 称 で あ ろ う。

　 辰 砂 ・朱 砂 は,水 銀 を精 製 す るた め に基 本 的 な 原料 とな る鉱 石 で あ る。 この 精 製 の

副産 物 と して金 属結 晶状 態 の 人 工辰 砂(硫 化 第 二 水銀:水 銀 朱 な ど と も呼 ば れ る)を

合成 す る こ とも で き る とい う。 化 学 合成 され た 人 工辰 砂 は タチ ュda　 chu別 名mtshal

dkar(白 い朱/明 朱)と も呼 ば れ る。

　 Mehraの 報 告 に よれ ぽ,　iron　oxide(酸 化 鉄)を 赤 色 の 色 材 と した タ ンカが 存 在 す

る。 これ は黄 色 材 の項 目で説 明す るべ ん が らの一 種 であ る。

　橙 色 色 材 と しては,li　 khriす なわ ち ミニ ウム=黄 丹=鉛 丹(赤 色 酸 化 鉛橙minium

orange:)が 用 い られ る。 日本 では 光 明丹 と も呼 ば れ た 。 ミニ ウ ムは 化 学 合 成 に よっ

て作 り出 され る 四三 酸 化 鉛 で,化 学 式 はPb304で あ る。 強 烈 な澄 色(黄 丹 色 お うに

い ろ)を 示 す 。 チ ベ ッ トは ミニ ウムを 国 内 で 生産 せず,ネ パ ー ル と中 国 か ら輸 入 して
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きた 。Jackson氏 に よれ ぽ,インド の 色 料 精製 者 た ちは,白 鉛(塩 基 性 炭酸 鉛)を 外

気 中 で焙 焼 す る こと で ミニ ウ ムを 合成 す る とい う。 す なわ ち,金 属 鉛 あ るい は鉛 白を

約600度 に 加熱 して空 気 で酸 化 して一 酸 化 鉛PbO(こ れ を 特 に密 陀 僧 と呼 ぶ)を つ く

り,さ らに 今 度 は約400度 く らい の低 温 で酸 化 して造 る方法 で あ ろ う。

　 中心 的 な 黄 色 材 は,ba　 blaオーピメント イ エ ロー(orpiment:雌 黄,石 黄)で あ る。

Huntingtonの あ げ るrdo-serな るチ ベ ッ ト名 は これ に対 応 す る もの と思わ れ る。 これ

は黄 色を 呈 す る天 然 の 三硫 化砒 素 で,化 学 式 は,As2S3で あ る。 石 黄 の鉱 床 は 地 表 に

近 い,温 泉 の 近 くや銀 鉱 床 の周 辺 に現 れ る とい う。 最 も有名 な鉱 源 は東 チベ ッ トの チ

ャム ドに近 い地 域 に あ る。

　 石黄=雌 黄(orpiment)は,天 然 に は常 にldong　 ros雄i黄(鶏 冠 石:realgar)を 伴

って産 出 され る。 鶏 冠 石 は石 黄 と近 接 した組 成 を示 す 砒 素 の酸 化 物 で あ り非 常 に有 毒

な物 質 で あ る。 石 黄 よ り赤 味 がか った 色 を 呈 して い る。

　 この雌 黄 の名 は 誤 解 混 乱 され た ま ま,藤 黄(ガ ソボ ー ジ黄 色染 料)に あ て がわ れ る

例 もあ るが,森 田氏 の 測 定 に もあ る よ うに ガ ソボ ー ジが 実 際 につ か わ れ る場 合 もあ っ

た よ うだ。

　 黄 色 の 色 材 と しては,他 に黄 土(イ エ ロー オ ー カー:ngang　 paま た はngang　 sang)

が あ る。 黄 土 は微 粒 子,泥 状 の リモ ナ イ ト鉱,す なわ ち水 酸 化第 二鉄 で あ る。 チ ベ ッ

トで は黄 色 色 材 と して は オ ー ピ メ ン トイ エ ロー(雌 黄)を 好 み,黄 土 は主 と して 金 泥

着彩 の下 塗 り色材 と して用 い られ て きた。 中央 チ ベ ッ トで最 も高価 な黄 土 は,ツ ァ ソ

地方 の シ ャルZhwa　 lu地 域 か ら もた ら され る もの で,　zhwa　lu　ngang　 paと 呼 ば れ る と

い う。 これ に 関 連 す る天 然 土 性 顔 料 と して,ツ ァク=弁 柄(べ ん が ら:btsag)が あ

る。 べ ん が らは 酸化 第 二 鉄Fe203で あ り,化 学 的 には黄 土 と同種 に 分 類 され る が,た

だ しべ ん が らの 組 成 に は,黄 土 に 含 まれ て い る とこ ろの 含水 素 物 質 が 欠 け て い る 点 が

異 な る とい う。 尚べ ん が ら とい う名 前 は,イ ン ドのべ ソ ガル地 方 産 出 品 が有 名 で あ っ

た の で この よ うに命 名 され た といわ れ て い る。

　 も っ と も一 般 的 な 白 は天 然 土 性 色 料 で,カ ラ クka　 rag(ア ー ス ホ ワイ ト)あ る い は

dkar-rtsi[HuNTINGToN　 1970:131】 と呼 ば れ る純 度 の 高 い 白亜(石 灰 石 の うち特 に粉

末 に な りや す い もの,チ ョー ク)で あ る。 普 通 の石 灰 石 や 大理 石 と同 様 に,白 亜 の主

成 分 は 炭酸 カル シウ ムCaCO3で あ る。 これ は必 ず 膠 で 溶 かれ るべ きで,膠 の 場 合 は

白色 に な るが,展 色剤 が 油 性 の 場 合 は 屈折 率 か らほ とん ど透 明に な って しま う と言 う。

精 製 石 灰(窯 炉 で石 灰 石 を 加熱 して合 成 され る 白色 の酸 化 カル シ ウ ム:rdo　 zhoま た

は,rdo　 thal)と 白亜 は,区 別 され る。 また,森 田氏 が 調 査 した もの に は 白土 が 使 わ
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れ て いた と報告 され るが,白 土 す なわ ち,ケ イ 酸 ア ル ミニ ウムは,長 石 を 含 む 鉱物 が

風化 して 出来 た 粘 土 を主 成 分 とす る もので これ も 白亜 とは別 物 で あ る。 画 用 色 材 と し

て最 も価 値 が あ る とされ る カ ラ クは,ツ ァ ン地 方 の 町,リ ソプ ソ(Rin　 spungs)5)よ

りもた らされ る もの で あ る とい う。 ジ ャ ク ソ ソ氏 が取 材 した イ ンフ ォー マ ソ トに よれ

ば,カ ラ ク天 然 土 に は 「雄 性(pho)」 と 「雌 性(mo)」 の 二 種 が あ る とい う。 雄i性

土(pho　 ragも し くは,　pho　dkar)は 比 較 的 硬 く粗 く,一 方,雌 性 土(mo　 ragも し く

は,mo　 dkar)は 相対 的 に柔 らか くきめ の細 か い もの を い う。

　 ジ ャ ク ソ ソ氏 に よれ ぽ,チ ベ ッ ト東部 出身 の絵 師 た ち が か つ て用 い て い た 白色 色 材

は,焼 かれ て石 灰 状 に な った動 物 の骨 か ら精 製 した もの だ った と言 う。 灰 化 した骨 の

主 成 分 は燐 酸 カル シ ウ ムで あ る。 白亜(チ ョー ク)に 石 膏 を 加 えて 調 合 された 白色 色

材 の 存在 も知 られ て い る。

　 Sankrityayanaが 白の色 材 と して あ げ る も う一 種 はwhite　 lead(あ るい はlead　white)

和 名 では 鉛 白す な わ ち塩 基 性 炭 酸 鉛2PbCO3・Pb(OH)2で あ る。 鉛 白は,乾 燥 性 も

よ く,下 地 に対 す る食 い つ きの 良 さか ら亀 裂 の発 生 も少 な い が,ウ ル トラマ リソな ど

の 硫 黄 化 合 物 と 混 合 す る と 変 色 す る 特 徴 も あ り,ま た 毒 性 も 強 い と い う。Hun-

tingtonはsa-dkarな る チ ベ ッ ト名 を1ime(石 灰)に 対 応 させ て い るが,詳 細 に つ い て

は不 明 であ る。

　 森 田氏 の予 想 通 りチベ ッ トに お い て絵 の 具 と して用 い られ る黒 は炭 化 物 質 か ら作 ら

れ る炭 素 黒(カ ー ボ ンブ ラ ック:snag　 tsha)で あ る。そ の 素 材 は煤 煙 や黒 い灰 で あ る。

煤煙 や 黒 い 灰 は,木 や 油 な どの 物 質 を加 熱 し,不 完 全燃 焼 させ る こ とで作 られ る。炭

素 を 主 成 分 に し,無 機 塩 を 含 む 。 主要 な 素 材 は カ ラ マ ツ([落 葉 松]larix　 potaninii

Bata1.:thang　 ma　 sgron　shing)の 木 質 や,樺 皮(birch:か ば の き科 カバ の樹 皮)そ の

他 を燃 焼 させ て得 る。Huntingtonに よれ ぽ,コ ソボ地 方 の松 が 材 料 とされ る とい う。

　 森 田 氏は 金 に つ い て も 「一 度 箔 に した金 を に か わ 液 の 中 で細 か く砕 い て使 用 して い

る も の と考 え ら れ る 。」 と予 想 して い る が,実 際 に は ジ ャ ク ソ ソ氏 が 紹 介 す る

【JAcKsoN　 1983:85】 よ うな 次 の よ うな理 由が あ る。

　 固形 の純 金 の小 片 を金 箔(gser　 sho9)の 状 態 に叩 き延 ぽ し,次 に そ れ を ご く細 い短

冊 状 に切 り刻 む。 これ を さ ら にハ サ ミで細 分 し,細 か い 長方 形 の断 片 を作 る。 こ の断

片 を 絵 の具 と して 用 い るには まだ 粗 大す ぎ る の で,何 らか の粉 砕 手 段 を も って,さ ら

に も っ と細 か く粉 砕 しなけ れ ぽ な らな い。 純 金 はそ の他 の色 材 の よ うに 直接 的 な方 法

では 粉 砕す る こ とが で きな い。 そ れ 故 に,こ の作 業 段 階 は 非 常 な困 難 を 伴 うし,こ の

5)HuntingtonはRing-bumと す るが誤 り。
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点が専門業者の機密であったとい う。砕いた石の小片を,金 粉砕の介在物 として使用

するのである。つまり小さなリボシ状の金の薄片を石 またはガラスを粉末化 したもの

と混合する。この混合物を丸い石ころで擦 りつぶ しながら,少 量の水を段々と加えて

行き,こ れが泥水状の液体 となるまで加える。石 ・ガラス粉粒は,液 状の金を残 しな

がら,洗 い出すことが出来るのである。或いは別の手順では,金 を爪で切 り刻めるく

らいに薄 く,金 箔の状態になるまで叩き延ぽす。 これを石製の乳鉢の中に,mkhar

gong[ケ イ酸質鉱物?]と 一緒に入れ,徹 底的に擦 りつぶす。次に,こ のi擦りつぶ し

た金を牛の糞の中に入れて,こ れを乾燥させてから焼 く。 この灰を水の中でそっとか

き混ぜると,石 粉と金粉 とが分離するというのである。

(2)有ee　 Organic染 料 も し くは レーキ顔 料(tshos)

イ ンデ ィ ゴ藍(rams,或 いはram)(indigofera:ま め科 コ マ ツ ナギ属[木 藍])

　 本 稿 は じめ に列 挙 した ス ムパ ケ ンポ の7種 類 の父 性 色 の 内,残 る一 つ の 色 材 で あ る

rams=インディゴ(indigo)は 暗 い青 色,藍 色 の染料 塊 で あ る。 主 と してindigofera:

まめ 科 コマ ツ ナギ 属[木 藍]か ら得 られ る が,合 成 イ ンデ ィ ゴ も開 発 され て い る。 チ

ベ ッ トに は厚 切 れ 状 また は大 き な塊 状 に 固形 化 精 製 され た イ ンデ ィ ゴ染 料(藍 棒)を

インドや ネ パ ール か ら輸 入 して いた 。 良質 の物 は軽 量 で もろ く,な か で も最 良 の 品質

に あ るインディゴ は,新 し く砕 か れ て 現 れ る 断面 が赤 み を 帯 び た光 沢 を放 つ こ とか ら

識 別 し得 る とい う。 染料 と して イ ンデ ィゴは,ぼ か しが け と輪 郭線 描 写 の両 方 に 最適

な絵 の 具 で あ る。

ラ ッ ク染 料(嚥 脂lac　 dye;rgya　 tshos)(laccifer　 lacca:ラ ックカ イ ガ ラ ム シ)

　 縢 脂 も し くは ラ ック レーキ顔 料 は,赤 い 染料 固形 物 で あ り,小 さな ラ ッ ク虫(ラ ヅ

クカイ ガ ラム シ)が 分泌 す る セ ラ ッ ク樹脂 の分 泌 物 か ら採 集 され る色 材 であ る。 ラ ッ

ク酸 を 主 成分 とす る。産 卵 期 に入 って赤 い体 液 で卵 巣 の腫 れ上 が った雌 の カイ ガ ラ ム

シの体 液 を炭 酸 ソー ダ溶液 で温 水 抽 出 して ミ ョウバ ンで レーキ化 してつ くられ る。 ラ

ッ ク染 料 は,小 さ な乾 燥薄 板 状 また は 小球 状 に 固 め られ た形 でインド か らチ ベ ッ トへ

輸 入 され,中 国か らは,ウ エ ハ ース 状 の圧 縮 綿 に しみ込 ませ 乾 燥 させ た 形(srin　 bal

rgya　tshos)で 輸 入 され る とい う。 ラ ック虫 の 分 泌 す る 貝殻 状 の樹 脂 に外 皮 を覆 わ れ

た小 枝 の 状 態 が,天 然 形 態 と言 え るが,そ こか ら ラ ッ ク染 料 を抽 出す る には,そ の枝

棒 か ら掻 き落 と し,不 純 物 を 除 き,そ して 粉 砕 して次 にそ の 粉 を湯 に浸 し加 熱 し,染

料 質 を 抽 出す るた め溶 解 させ る。 加 熱 時,銅 に は ラ ック染料 を黒 変 させ る性 質 が あ る

の で,ラ ックの加 熱 に使 用 す る容 器 は銅 製 の もの で あ っ ては な らな い とされ る。 ラ ッ
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クの加 熱 に際 しては,zhu　 mkhanシ ム プ ロコス(Symplocos:は い の き科 ハ イ ノキ属)

と呼 ぼ れ る樹 葉 が染 料 の 溶 解 を非 常 に 容 易 に し,色 価 を 安 定 させ,耐 久 性 を与 え る物

(媒染 剤)と 見 倣 され て い る。

　 これ らの 他 に,黄 色 有 機 染料 と して,野 パ ラse・ba'i　me　togの 花 弁 や 黄 色 の ウ トパ

ラ(utpa1,　 utpala:優 鉢 羅 華)の 花 弁 な どが あ り,赤 色 ・橙色 染 料 と して,紫 檀(tsan-

dan　dmar　po)や サ フ ラ ン(Crocus　 sativus　Linn:あ や め科 サ フ ラ ソ属)gur　 gum或 い

は サ フ ラ ワー([紅 花]Carthamus　 tinctorius:き く科 ベ ニ・ミナ属)gur　 gumな どが使

われ る と報 告 され て い る。
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